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□ ある日の相談室  「彼女のことが心配で…」

ロ メンズお悩みあれこれ

【表紙写真】令和4年度開催した講座の様子
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女性が活■できる社会の実現に向けて



対談

女性が活躍できる

社会の実現に向けて

―

．
　

・・襲
」

●
　

　ヽ

・
越
顧露

二

一

一
鍾

・‥

一ヽ

女性が活躍できる社会の実現に向けての現状や課題について、豊田市男女共同参画推進懇話会座長で名

古屋学芸大学看護学部名誉教授の石田路子さん(写真右)と NPO法人ブルーバー ド代表理事 西尾果小里

さん(写真左)に、とよた男女共同参画センター所長 (写真中央)がお話を伺いました。

瀞議幾  いわゆる「女 1生 活躍推 ]FF法」が平成27年 に十1_

■ され、女性の社会進七が進んでいますが、一―方で口

本のジェンダーギ ■ップ指数 は146か 国中116仕 (2022

年度)と 依然 として低 い水上で、多 くの言黒題があ りま

す.女 1生 の

'i「

距を推進するためには男女共司参画社会

の実三甲が不可欠です。そこでまず、現在のお十二事 と冥

女共同参画への関わ りについてお伺い します.

覇 爾  堺在 は、高姉者 1冨 社 や障が い者福 7上 な どの

「社会ア〒71+」 度 |や、三庫 |■ 険や介護保険などの「仁

会俣障制度」を大学で教ぇています. しか し、宇生の

〔貝II親 子や夫婦、皿縁 とい―,た 「7族社会字 |に興味

があ り、徐′々に女 1生 や高齢者の問題へと層がってネ計 |ト

の視点が入 り、現在専門の社会棺祉 |[つ なかっていま

す1)男女共同参画については、若いころか らとても当

心があって、卒論で女 1生 のり」働問題をテーマにしまし

た。 1当 時は結嬌 して働 き続 ける女性はごくヶな江で、

肩身のよい思いを,~る のはなぜ つと疑間を1寺 ったのが

スター トでした。

爾饉 私は企業向け

の女性活距や働き方

改革、人材の定着 と

活性化 の コンサル

テ ィングを して い

て、行政からは男女

共同参画や働き方改革関連事業などを請け負 っていま

す。会社員の頃＼参加 したいプロジェク トがあった
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意識は変わったけれど

仕組みが変わっていない
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●ていると思

いま丁ciい
「

ンビ ドラマ■二■烹をi■t_、 出て く

るセ リアに[|ン て 「こんな ここ言
=|て 下■夫 ?」 と

|二 十L‐5を 7じ ることがあ |」 ます ょね.そ のよ うな認

識 を多 くの人が持つょうになった とい うのは大 きな

変化だ と思います.以 前 は会社 |二 人社 しても女 Lと

男性 で求め られる仁事 も遠 っていま したが、今はそ

うい う部分 は改吾 されていると,で います.た だ、処

理直や給与面な ど社会 の1上 IHみ が根本日に変わ った

かというと疑間です。
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すというのは本当に不 LE

議なものですよね。 ココ

ナ1置 で1手 |["食業、サー

ビス業など,こ ひずみが出

ました[「=正規雇用の矢

業が増え、そ うした人た

ち |ま 女性 が圧倒 自]に 多

露賭晨  西尾 さん は NPO法 人を設立 し、女 1生 活距 セ ミ

ナーを軍成30三 か ら実Ⅲ されていますが、女 |■ 活距 の実

態 |こ ついてどうお感 じですか。

曇鍾 平成25生 から市の仕事で数年間で20011ぐ らいの事

業所に訪階調査を したことがあるのですが、七初 ||よ ズ 1生活

i姪 と言 うと|二訂な顔をされるぐらいだったんで寸(,そ れが

平成27年 十二政府が女性活Lを |に 進 し始めた ら企業 も急 |こ

変わってきて、訪デ号をすると]雌 |こ 質問が飛んで くるぐらい

で した。

磯 爾 女 1生 活躍推進法が上されただけで、社 会が動 き出

男女共同参画情報誌 :ク ローバー ■| _:|  ■‐・  :|‐・

女性活躍のカギは

“やる"と 決めて工夫を重ねること

躙鷺  制度の壁の話 は私 もよ く聞きます。他 によ く聞 く

課題 は、経営層 は女性活躍 に積 |」
|「 ヨ勺でも、職場の受 け入

れ態勢が追 いついていないとい うことです。女 1生 活躍が

進んでいる企業でも、は じめは明場 の反対 に遭 い、頭 を

悩 ませなが らも現場 と一緒 に■夫を重ねてきた企業が大

半です。結果、女性 のみな らず、男性 にとっても働 きや

す い職場 にな り、生産性 も上 が り、人材確保 に もつな

が っている例 をた くさん 目にす るよ うにな りま した。具

体的に何か ら始めようと悩む企業は、行政の行 う認定取

得等を足掛か りに、社 内環境や制度 の整備 か ら始めると

いう企業 も多いです。

澪購晨  最後 に、今後 の女 1生 活燿や男女共同参画に必要な

こと、 )i平 来の展≡などにつ |′ て`お1司 い します。

霧 融  ~′ ~`ノ ■` 亘そ天 切 |こ す る とともに、女性、男

性、若 い人、高三■の人、それぞれの考 ぇ方、価値観 があ

ると EEう ので、違 いをどのように認めてい くかが大事だ

と思 います。そ して、その違 いで対立す るのではな く、

協力す る万法を見つ けていかなければいけない。男女共

同参画 とい うのはその中の最初 のテーゼだ ったのではな

いで しょうか。 これ までいろいろな取 り組みが実績 とし

て形 になって きて、次 は誰一人取 り残 さない社会 をどう

や って築 いてい くか とい うのが大 きなテーマになると思

います。

多様性には価値がある !

画尾  人や組織 ってメ リノトがあれば動 くんですよね。

男女共同参画やダイバーシテ ィにどれだけ価値 があるか

を行政が情報発信す るのは大切だ と思 います。企業で言

えば、 「人材不足だか ら仕方な く受 け入れる」のではな

く、 「社員が多様だか らこそ支な合
｀
うことができ、一人

ひと りの能力が最大限発揮で きる」 とい う感覚 にシフ ト

す ることが大切です。いままでの慣習ではない新 しい風

を吹 き込 む。女性 にはぜ ひ、 自分 ら しい感覚 に 自信 を

持 って可能性にチャレンジ してほ しいですね。

所長  あ りが とうございま した。今後 も誰 もが 自分 らし

く輝 ける豊田市を目指 していきたいと思います。

(対談 日 :令和 5年 1月 20日 )

く、生 ,吾 困窮にまでつながって しまっている。窮地に「11´,

て鮮明にな ったのは、性別で比較するといまだ |こ 女 Lが補

佐 的な立場 になっていて、40年 前 と変わ つていないとい

うこと。その1叉 本をどう変えるかというと、やは り制度だ

と思います。千1」 度や政策を変えていかないといけない。少

子化の問題にもつながると思います。

所長  岸 四首ILIが 「異次元の少子化対策」を打ち出 しま

した。少子化対策にも女 1生活躍や男女共同参画の推進が不

可欠です。そのための課題 はどのようなことで しょうか。

“扶 養 す る 、 さ れ る "で は な く

個人単位での制度設計を

覇 国 最初 にお言舌しした ように、私 は社会保障を専門 と

していますが、 この何十年かで大きく変わっているのが家

族の形態です。今は親 と子の世帯ではな く、単身世帯が最

も多い。それなのに社会保障制度 は“扶養する、 される"と

いうL帯単位のまま。現状 と全 く合 っていませんよね。私

は社会保障制度は個人単位で作 り直すべきだ と思います。

1人 の人間が生 まれてか ら亡 くなるまで、個 を保証 された

上でどう生きて、制度でどう支ぇるか。そのうぇで男女共

同参画社会を目指 してい くべきだ と思います。
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彼女のことが

心配で…

私 には3年近 く交際 している

年下の恋人がいます。彼女は不

特定な異性 と付き合 つていたこ

とを秘密 にしていたようで、半

年前 に私が違和感 に気付き、尋

ねてみました。

「真剣に」とは「結婚を前提に」考えているので しよう

か。3年近 く交際しているということは趣味やお互いの性格

が合つているのでしょうね。

彼女が施設から戻つてくるまでに考えをまとめて、色々な

準備をしていきたいのですね。今後のことをあなたが真剣に

考えているのならば、まずは自分の

両親や信頼できる友人などに彼女や

その両親のことも含めて話をしてみ

てはいかがで しょうか。そして、彼

女に自分の決意をしつかりと話すこ

とで、あなたの真剣さが伝わると思

いますよ。

●

話を聞いてみると、昔からそのような不安定な状

況に陥 りやす く、幼少期の家庭環境で父親の浮気が

あつたことや母親が宗教にのめ り込んでいつたこと

などが要因だとも教えて くれました。

現在、彼女は宗教系の施設に入つてお り、あ と 2

か月で戻つてきます。その時までに将来のことを真

剣に考えていきたいと思つているのですが。

(0565)33-9680
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無意識のうちに
〃
男らしさ

〃
にとらわれ、生きづらさを抱えていませんか。男性だから弱音を吐いては

いけない、悩みを打ち明けることは恥ずかしいということはありません。悩みや不安をひとりで抱え

込まず、「メンズコール☆とよた」へお電話いただき、まずはあなたの思いをお聞かせください。

"

メン又熙中∬鏃☆趣藤驚

《渉褥鶉晰》靡鰤魃鼈鼈隕蛉
毎月 第2・ 第4金曜日 PM6時～8時

キラッ★とょた
とよ た 男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー

=〒
:471-0034

豊田市小坂本町 1-25

(豊田産業文化センター2階 )

~「

EL :(0565)31-7780

FAX:(0565)31-3270

E maili clover@city.toyota.aichi.Jp

卜I   P :httpSi//C10Ver― tOyOta.jp/

靡鶉鑢 晰炒

AM 9:00～ PM 9:00

月曜日イ木館 (月 曜祝日は PM5
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賣クローニーーコール・メンズコールこt祝 日、年末缶碕体み

日曜日は PM 5:00ま で

00まで開館 )

息子が うつ病 になつ

仕事も休職することに

なり、とても心配だ。

妻の暴力がエスカレー
｀

卜していて、どうすれ

ば良いか分からない。

編集後記  これまでは複数コンテンツで紙面構成していましたが、今回は対談を企画しました。ご意見をお待ちしております。
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けた行為もDVではない

と思つているので誰に

起こした。

かと思うが、
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火 。本～土曜日AM10時～PM4時

水曜日     AM10時 ～.PM18寺  PM48寺′～7時

●編集 。発行


